
　
持
ち
込
み
賛
成

　
出
来
る
地
域
で
少
し
ず
つ
負

担
す
る
事
が
必
要
で
は
な
い

か
？（
幸
町
・
沢
田
優
子
）
。私
は

賛
成
。
人
体
に
充
分
な
安
全
が
確

保
さ
れ
た
状
態
が
条
件
で
す
。
国

民
の
一
人
と
し
て
出
来
る
こ
と

は
協
力
す
べ
き
す
（
小
仲
台
・
山

内
富
士
子
）
。
市
民
の
安
全
・
安

心
が
確
認
出
来
れ
ば
賛
成
で
す

が
、
市
民
に
詳
細
な
説
明
さ
れ
て

い
な
い
。
熊
谷
市
長
し
っ
か
り
せ

よ

!（
高
洲
・
近
藤
憲
司
）
。
空

地
が
あ
っ
て
安
全
性
を
保
証
さ

れ
れ
ば
良
い
（
宮
野
木
・
小
山
美

奈
子
）
（
椿
森
・
本
間
ゆ
り
あ
）。

自
己
責
任
で
所
有
地
内
で
の
処

理
は
良
い
と
思
う
が
悪
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
に
監
視
体
制
を

し
っ
か
り
（
高
洲
・
佐
藤
文
雄
）。

東
電
自
社
の
持
物
で
あ
る
土
地

を
使
用
す
る
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で

な
い
。
県
民
に
迷
惑
の
掛
か
ら
な

い
施
策
を
講
じ
て
そ
の
あ
と
チ

ェ
ッ
ク
も
を
き
っ
ち
り
と
（
小
深

・
北
村
勝
）
。
自
分
の
所
の
ゴ
ミ

を
自
分
の
土
地
に
処
分
す
る
、
賛

成
。
大
震
災
に
伴
う
福
島
原
発
事

故
は
全
国
民
の
難
事
。
協
力
で
き

る
と
こ
ろ
は
協
力
を
（
作
草
部
・

為
近
栄
一
郎
）
（
山
王
・
匿
名
）。

東
電
の
責
任
で
も
あ
り
長
い
間

電
力
を
供
給
し
て
く
れ
た
福
島
の

人
々
に
も
一
日
も
早
く
廃
棄
物
の

処
理
を
す
る
事
が
大
事
。
安
全
性

を
充
分
配
慮
し
て
（
高
洲
・
石
黒

八
重
子
）
。
東
電
の
敷
地
な
の
で

問
題
は
な
い
。
福
島
県
に
少
し
で

も
協
力
で
き
る
の
で
良
い
（
小
中

台
・
岩
城
武
吉
）
。
千
葉
市
に
放

射
性
廃
棄
物
東
電
千
葉
敷
地
あ

と
を
最
終
処
分
場
は
賛
成
だ
。
も

ち
ろ
ん
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て

の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
で
誕
生
し

た
の
だ
か
ら
責
任
を
も
っ
て
や
っ

て
（
柏
台
・
小
林
稔
）
。
地
下
の

何
メ
ー
ト
ル
よ
り
下
な
ら
ば
、
健

康
に
被
害
が
な
い
か
が
確
保
さ

れ
れ
ば
良
い
（
花
見
川
・
佐
野
博

幸
）
。
東
電
の
敷
地
内
で
厳
重
に

管
理
し
て
ほ
し
い
（
幸
町
・
上
村

秋
男
）
。
千
葉
も
で
き
る
こ
と
は

や
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
（
あ

や
め
台
・
よ
う
）
。

　
仕
方
な
い

　
安
全
性
の
確
保
お
よ
び
市
民

の
理
解
が
え
ら
れ
れ
ば
被
災
地

の
福
島
県
だ
け
で
な
く
、
千
葉
市

東
電
敷
地
で
処
理
す
る
こ
と

も
、
条
件
付
き
で
容
認
（
桜
木
・

新
倉
義
男
）
。
基
本
的
に
は
自
分

が
住
む
地
域
に
は
持
ち
込
ん
で

ほ
し
く
な
い
。
で

も
…
ど
こ
か
が
そ
れ

を
や
ら
な
い
と
片
付

け
ら
れ
な
い
の
で
、

し
ょ
う
が
な
い
（
稲

毛
・
山
岡
啓
子
）（
高

洲
・
一
ノ
瀬
明
訓
）

（
黒
砂
台
・
岡
本
和

美
）（
四
街
道
・
花
園

昌
）（
小
倉
・
小
川
昭

男
）
（
花
見
川
・
我
妻
栄
子
）
。

仕
方
な
い
と
思
う
。
自
分
の
所
で

処
理
す
る
と
言
う
こ
と
で
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
（
あ
や
め
台
・
白
田

え
み
子
）
。
東
電
の
関
連
土
地
へ

の
持
ち
込
み
な
の
で
や
む
を
得
な

い
（
四
街
道
・
萩
原
勝
義
）
。
ど

こ
か
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
千
葉
県
の

中
で
も
人
口
の
多
い
千
葉
市
な

の
か
？（
み
つ
わ
台
・
成
田
ま
す

み
）
。
個
人
的
に
は
協
力
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
が
社
会
の
風
に

な
が
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
（
長
沼

原
・
稲
毛
の
住
人
）
。
誰
も
放
射

性
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
た
く
は

な
い
だ
ろ
う
が
、
東
電
の
敷
地
で

も
あ
る
し
受
け
入
れ
は
仕
方
な

い
。
た
だ
海
沿
い
に
あ
る
の
で
、

津
波
な
ど
の
安
全
対
策
は
き
っ

ち
り
や
っ
て
も
ら
い
た
い
（
長
沼

・
南
井
誠
史
）
。
大
変
難
し
い
問

題
で
す
。
正
直
言
っ
て
廃
棄
物
が

来
る
と
今
後
子
ど
も
を
稲
毛
の
浜

で
遊
ば
せ
ら
れ
る
の
か
不
安
。
し

か
し
原
発
の
廃
棄
物
を
首
都
圏

で
も
負
う
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
う
い
う
問
題
が
起
こ
る
の

で
原
発
は
止
め
る
べ
き
で
す
（
高

洲
・
小
野
寺
厚
博
）
。
プ
ロ
の
方

が
や
っ
て
い
る
こ
と
致
し
方
な

い
と
思
い
（
宮
野
木
・
小
林
正

子
）
。
反
対
し
て
も
市
長
の
一
言

で
き
ま
り
そ
う
あ
き
ら
め
て
い

ま
す
（
千
城
台
南
・
堀
木
浩
美
）。

放
射
線
廃
棄
物
は
ど
こ
か
で
処

分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
。
福
島
の
人
達
は
大
変
苦
労
さ

れ
て
い
る
。
私
は
反
対
し
ま
せ
ん

（
長
沼
原
・
高
原
美
佐
子
）
。
大

き
な
事
故
を
起
こ
し
た
の
は
東

電
だ
か
ら
当
然
持
ち
込
む
べ
き

だ
（
稲
毛
・
富
山
善
弘
）
。
両
手

を
挙
げ
て
賛
成
で
き
な
い
が
…

い
ず
れ
ど
こ
か
で
処
理
し
な
け
れ

ば
貯
ま
る
一
方
に
な
る
の
で
は

（
幸
町
・
中
村
春
雄
）
。
今
更
、

国
民
の
大
多
数
が
き
め
た
こ
と

だ
し
、痛
み
を
わ
け
な
く
て
わ（
あ

や
め
台
・
木
村
利
）
。

　
話
し
合
い
が
必
要

　
一
般
市
民
は
分
か
ら
な
い
そ

の
道
の
専
門
家
に
堅
実
な
調
査

と
検
討
を
（
桜
木
・
島
村
美
麻
）。

地
元
住
民
と
納
得
い
く
ま
で
話

し
会
う
準
備
が
あ
る
か
、
は
な
は

だ
疑
問
（
小
仲
台
・
久
保
浩
志
）。

処
理
の
仕
方
の
安
全
性
を
き
ち

ん
と
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
（
東

千
葉
・
高
木
一
也
）
。
ど
こ
も
受

け
入
れ
な
い
な
ら
と
思
う
け
ど

「
百
％
安
全
」
を
証
明
し
て
も
ら

い
た
い
（
千
草
台
・
し
ん
ち
ゃ

ん
）
。
積
極
的
な
賛
成
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
き
ち
ん
と
環
境
整
備

を
す
る
こ
と
が
先
決
（
小
中
台
・

川
島
み
ち
を
）
。
東
電
は
独
占
企

業
的
に
経
営
を
し
て
今
日
に
至

っ
て
い
る
現
状
下
で
ま
だ
国
の

助
力
を
得
て
い
る
の
に
、
職
員
の

待
遇
改
善
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
見
え
る
。
い
く
ら
自
社
工
場
用

地
だ
と
は
い
え
お
荷
物
に
な
る

廃
棄
物
だ
け
を
い
き
な
り
対
話

に
す
る
と
は
、
周
囲
の
環
境
が
ど

う
な
る
の
か
を
考
え
た
方
が
良
い

（
小
仲
台
・
大
木
康
利
）
。
な
ん

で
千
葉
な
の
か
？
市
民
に
聞
い

て
ほ
し
い
（
桜
木
・
小
野
智
子
）。

厳
し
い
安
全
点
検
の
上
に
行
政

の
責
任
で
最
後
ま
で
安
全
点
検

を
怠
ら
ず
に
受
け
入
れ
た
ら
よ

い
と
思
い
ま
す
。
東
電
へ
は
会
社

の
誠
意
で
事
故
の
時
の
保
障
を

き
ち
ん
と
す
る
よ
う
書
類
を
交

わ
す
こ
と
（
成
田
・
中
村
泰
子
）。

な
ぜ
千
葉
な
の
か
詳
細
な
説
明
が

欲
し
い
（
高
洲
・
藤
崎
貞
雄
）
。

首
都
圏
の
千
葉
市
東
電
敷
地
に

な
っ
た
の
は
過
去
に
福
島
県
に

ゴ
ミ
を
捨
て
た
千
葉
市
へ
の
報

復
な
の
で
し
ょ
う
（
高
浜
・
ば
あ

ば
）
。
も
っ
と
市
民
に
詳
細
を
説

明
す
べ
き
で
な
い
か
（
朝
日
ヶ
丘

・
那
須
親
）
。
我
々
に
も
責
務
が

あ
り
協
力
す
べ
き
な
の
は
明
ら
か

だ
。
し
か
し
そ
の
責
務
を
処
分
場

受
け
入
れ
と
い
う
形
で
負
う
必

要
は
あ
る
の
か
。
気
候
地
理
的
条

件
を
理
由
に
我
々
が
安
心
し
て

住
む
権
利
を
奪
う
こ
と
が
ゆ
る

さ
れ
る
の
か
。
民
意
を
伝
え
る
は

ず
の
地
方
で
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
知
り
得
な
い
の
は
お

か
し
い
（
打
瀬
・
遠
藤
）
。市
民
、

県
民
の
立
場
を
無
視
し
な
い
で

（
弁
天
・
竹
内
克
己
）
。
ど
う
し

て
も
受
け
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

れ
ば
市
民
の
納
得
の
い
く
見
返

り
を
と
り
つ
け
て
欲
し
い
（
真
砂

・
神
崎
俊
光
）
。

　
も
っ
と
適
当
な
所
で

　
と
う
と
う
千
葉
ま
で
放
射
性

廃
棄
物
が
き
ま
す
か
。
そ
れ
も
人

の
多
く
集
ま
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
の
近
く
と
は
び
っ
く
り
。
房

州
の
方
に
は
悪
い
け
れ
ど
山
の

中
と
か
海
の
近
く
に
施
設
を
作
り

処
理
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

す
（
作
草
部
・
林
田
静
江
）
。「
自

分
の
所
の
近
く
に
持
っ
て
来
て

ほ
し
く
な
い
」
と
い
う
意
見
は
震

災
復
興
に
対
す
る
前
向
き
な
気

持
ち
で
は
な
い
。
し
か
し
、
人
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
物
を
都

市
部
で
処
理
す
る
よ
り
、
ま
ず
自

然
へ
の
影
響
が
少
な
く
、
人
里
か

ら
離
れ
た
国
有
地
な
ど
検
討
し

そ
の
結
果
か
ら
説
明
す
べ
き
（
高

洲
・
村
上
加
津
彦
）
。
東
電
の
敷

地
で
処
理
す
る
こ
と
は
妥
当
。
千

葉
以
外
に
尾
瀬
に
敷
地
が
あ
る

は
ず
（
小
仲
台
・
寺
阪
和
久
）
。

蘇
我
で
は
近
す
ぎ
る
。
他
に
東
電

敷
地
と
は
ど
こ
で
す
か
？
人
口

０
の
所
で
処
理
し
て
下
さ
い
（
園

生
・
小
林
通
子
）
。
汚
染
ゴ
ミ
は

わ
ざ
わ
ざ
コ
ス
ト
を
か
け
て
移

動
せ
ず
地
元
で
の
処
分
が
相
応
し

い
（
六
方
・
鈴
木
朝
美
）
。
人
口

過
密
で
あ
る
東
京
湾
に
与
え
る

影
響
を
予
測
出
来
な
い
行
政
は

と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
。
お
か
し

い
（
四
街
道
・
小
林
誠
）
。
な
ぜ

あ
の
場
所
な
の
か
、
本
当
に
安
全

な
の
か
疑
問
に
思
い
ま
す
（
畑
町

・
河
合
麻
子
）
。
放
射
性
廃
棄
物

は
福
島
の
使
用
で
き
な
い
土
地

に
集
め
て
全
国
に
分
散
す
べ
き
で

は
な
い
（
穴
川
・
吉
岡
宣
）
。
東

電
は
責
任
を
も
っ
て
福
島
県
内

で
処
理
す
べ
き
で
す
。
県
外
に
持

ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
（
四
街
道

・
蜂
須
賀
遠
）
。
廃
棄
物
を
こ
ん

な
所
へ
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う

か
？
も
っ
と
田
舎
の
方
に
し
て

ほ
し
い
（
幸
町
・
山
崎
優
子
）
。

自
然
災
害
と
は
い
え
福
島
県
で

起
き
た
問
題
は
福
島
で
処
理
す

る
の
が
道
理
で
あ
る
。
何
故
、
千

葉
に
な
る
の
か
理
解
不
明
（
稲
毛

東
・
羽
山
貴
之
）
汚
染
さ
れ
た
ら

失
う
も
の
が
多
す
ぎ
る
場
所
で
す

（
宮
野
木
台
・
水
沼
佳
代
子
）
絶

対
反
対
で
す
。
ど
う
し
て
も
と
言

う
な
ら
房
総
の
山
中
に
廃
棄
を

（
磯
辺
・
冨
山
良
成
）
。
環
境
省

が
相
応
し
い
土
地
と
判
断
し
て

も
千
葉
の
住
民
が
納
得
す
る
と

は
思
え
な
い
。
も
し
事
故
が
お
き

た
ら
日
本
の
中
枢
東
京
ま
で
汚

染
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
計
画
は

賢
明
と
思
え
な
い
（
高
洲
・
飯
島

公
子
）
。
子
供
達
の
夢
の
国
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
か
ら

20㎞
の
場
所

へ
放
射
能
汚
染
ゴ
ミ
を
持
ち
込

む
の
は
怒
り
で
す
。
福
島
の
汚
染

さ
れ
た
土
地
に
囲
っ
て
下
さ
い

（
真
砂
・
矢
野
安
栄
）
。
市
街
地

か
ら

2
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れ
て
い
る
か
ら
大

丈
夫
と
い
う
国
側
の
主
張
は
責

任
放
棄
（
椿
森
・
上
田
晃
之
）
。

90万
都
市
千
葉
に
持
ち
込
む
の

は
反
対
（
宮
野
木
・
吉
岡
保
宏
）。

福
島
の
中
に
置
い
て
お
け
ば
よ

い
。
福
島
は
も
う
住
め
な
い
の
だ

か
ら
（
園
生
・
平
山
実
）
。

　
持
ち
込
み
反
対

　
放
射
性
廃
棄
物
持
込
反
対
で

す
（
朝
日
ヶ
丘
・
川
口
仁
）
（
千

草
台
・
藤
川
芙
美
子
）
（
小
仲
台

・
高
木
歩
美
）
（
お
ゆ
み
野
・
早

福
吉
信
）
（
小
仲
台
・
河
盛
文
子
）

（
長
沼
・
匿
名
）
（
小
仲
台
・
松

本
麻
由
子
）
（
幸
町
・
藤
倉
友
二
）

（
あ
や
め
台
・
後
藤
貞
子
）
（
千

草
台
・
岩
瀬
麗
子
）
（
花
見
川
・

山
本
洋
子
）
。
持
ち
込
ん
で
も
ら

い
た
く
な
い
で
す
。恐
い
で
す（
千

城
台
南
・
河
野
麻
里
奈
）
（
幸
町

・
前
田
弥
栄
子
）
。
自
分
勝
手
だ

と
思
い
ま
す
が
絶
対
反
対
で
す
。

怖
い
と
思
い
ま
す（
あ
や
め
台
・
一

森
万
亀
美
）
。
不
安
で
す
ね
（
黒

砂
台
・
中
村
博
之
）
。
東
電
敷
地

は
海
側
で
す
南
風
が
吹
く
と
飛

ん
で
来
ま
す
。
反
対
で
す
（
幸
町

・
野
口
清
彦
）
。
皆
自
分
の
所
へ

来
れ
ば
反
対
で
し
ょ
う
ネ
（
小
仲

台
・
服
部
明
）
。
制
御
で
き
れ
ば

良
い
け
ど
、
最
後
ま
で
で
き
な
い

で
、
市
民
に
不
安
を
与
え
る
事
は

止
め
て
ほ
し
い
。
で
も
助
け
な
け

れ
ば
と
も
思
い
ま
す
（
高
洲
・
近

藤
美
代
子
）
。
い
く
ら
東
電
の
土

地
、
国
の
土
地
と
言
っ
て
も
放
射

能
を
持
ち
込
む
こ
と
は
許
さ
な

い
（
幸
町
・
表
シ
ズ
子
）
。
近
辺

に
住
む
者
と
し
て
賛
同
で
き
な

い
。
地
震
や
洪
水
（
津
波
）
で
放

射
能
を
含
む
物
質
が
漏
れ
て
飛

散
し
た
場
合
、
周
辺
に
住
む
人

々
、
土
地
、
環
境
に
多
大
な
損
害

を
与
え
、
周
辺
都
市
に
も
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る

（
浜
野
・
柳
澤
範
光
）
（
稲
毛
東

・
島
津
千
代
子
）
（
六
方
・
お
ば

あ
さ
ん
）
。
健
康
へ
の
影
響
が
心

配
。
小
さ
い
子
供
が
い
る
の
で

（
花
見
川
・
岡
紗
絵
）
。
千
葉
火

力
発
電
所
の
仕
事
に
行
っ
た
経

験
者
と
し
て
は
反
対
（
宮
野
木
・

吉
田
吉
司
）
。
一
時
預
か
り
と
し

て
は
可
、
最
終
処
分
に
は
反
対

（
磯
辺
・
村
松
公
男
）
。
健
康
に

影
響
が
あ
り
そ
う
で
嫌
で
す
（
長

沼
原
・
榎
本
進
）
（
東
京
・
最
上

多
恵
子
）
（
幸
町
・
雙
田
明
美
）。

健
康
へ
の
影
響
が
心
配
。
小
さ
い

子
供
が
い
る
の
で
（
花
見
川
・
岡

紗
絵
）
。
絶
対
だ
め
と
思
う
。
千

葉
は
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
な
い
（
高

浜
・
河
野
る
り
子
）
。
非
常
に
迷

惑
（
園
生
・
丸
山
宗
男
）
。
原
発

は
信
用
で
き
な
い
。
危
険
な
も
の

は
い
ら
な
い
。
ツ
ケ
は
次
世
代
に

回
さ
な
い
（
朝
日
ヶ
丘
・
横
須
賀

和
男
）（
千
城
台
南
・
河
野
四
郎
）。

千
葉
市
内
に
廃
棄
物
を
持
ち
込

む
の
は
千
葉
県
内
を
よ
ご
す
原
因

に
な
る
の
で
反
対
（
四
街
道
・
永

山
郷
明
）
。
反
対
で
す
。
で
も
市

民
の
こ
と
考
え
て
い
な
い
市
長

で
す
か
ら
心
配
（
祐
光
・
坂
本
舞

子
）
。
東
電
の
不
始
末
を
千
葉
市

民
が
背
負
う
こ
と
は
な
い
！（
花

見
川
・
文
生
）
。
市
長
の
力
量
で

乗
り
切
れ
る
で
し
ょ
う
か
？（
花

見
川
・
宍
田
と
よ
子
）
。
許
可
を

す
る
な
（
小
仲
台
・
寺
田
志
ん
）。

こ
こ
か
ら
引
っ
越
し
た
い
け
ど
老

後
が
心
配
（
小
深
・
河
野
和
希
）。

「
寝
耳
に
水
」
の
話
で
、「
ノ
ー
」

で
す
。す
ま
な
い
気
も
し
ま
す（
高

洲
・
村
田
輝
夫
）
。
日
本
の
中
で

拡
散
す
る
こ
と
に
も
な
り
大
反
対

（
磯
辺
・
喜
代
田
き
よ
み
）
（
磯

辺
・
久
米
田
悦
子
）
。
も
し
こ
の

処
理
計
画
を
実
行
し
よ
う
と
し

た
ら
、
史
上
最
大
の
大
騒
動
が

起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
気
が
す

る
（
稲
丘
・
渡
邉
克
介
）。選

択

さ
れ
た
理
由
が
わ
か
ら
な
い

（
花
見
川
・
斎
藤
邦
昭
）。以

上
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今
月
のアンケ

ー
ト「
放
射
性
廃
棄
物
の
千
葉
市
持
ち
込
み
に
つ
い
て

」

反
対

・
他

の
場

所
へ

廃
棄

が

58％

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
福
島
原
発
の
放
射
性
廃
棄
物
を
千
葉
市
の
東
京
電
力
敷
地
に

持
ち
込
む
こ
と
に
つ
い
て
読
者
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
円
グ
ラ
フ
の
と

お
り
、
反
対
が
圧
倒
的
に
多
く

43％
、
や
む
を
得
な
い
・
仕
方
な
い
が

16％
、他
の
場
所
へ

15％
、
調
査
や
話
し
合
い
が
必
要
と
答
え
た
の
が

13％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

原発廃棄物の持込について

CT検査は、胸部～腹部など撮影した部分に関

して、たくさんの臓器の情報が得られます。

例えば、大動脈瘤をみる目的で肺や膵臓など

に腫瘍があることもあります。

予期せぬ病気の的確な診断のために、画像診

断専門医によるCT診断はとても重要です。

インターネット回線によるCT診断は科学の

進歩と医療の融合による画期的な方法です。

　【
ク
イ
ズ
応
募
方
法
】

　
左
記
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

の
順
に
文
字
を
並
べ
る
と
言
葉

に
な
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
と
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
ハ
ガ
キ
に

書
い
て
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
。〒
２
６
３
‐

０
０
４
３
稲
毛
区
小
仲
台
２
～

５
～
２「
稲
毛
新
聞
ク
イ
ズ
係
」

宛
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
今
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　
上

記
の
ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。 　

◆
締
切
・
平
成

27年

6月

20日

（
当
日
消
印
有
効
）

　
今
月
の
賞
金
・
賞
品

☆
特

賞
＝
１
万
円（

1名
）

☆
一
等
賞
＝

5千
円（

2名
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
＝
無
臭
ニ
ン
ニ
ク

あ
ほ
え
ん（
５
名
様
）

☆
千
葉
市
動
物
公
園
賞
＝
入
園
招
待

券（
５
組
）☆
多
田
屋
賞
＝
千
円
分
の

図
書
カ
ー
ド（
２
名
様
）

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
賞
＝
ス
ケ
ー
ト
無

料
券（
５
組
様
）

☆
Ｑ
Ｖ
Ｃ
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
内
野

席
招
待
券（
３
組
様
）

☆
み
ど
り
の
協
会
賞
＝
三
陽
フ
ラ
ワ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
入
場
券（

5組
様
）

☆
吉
本
イ
オ
ン
モ
ー
ル
劇
場
賞
＝
無

料
観
劇
招
待
券（

5組
様
）

5月
号
の
当
選
者

　
先
月
号
の
答
え
は
「
ガ
ン
バ

レ
ロ
ッ
テ
」で
し
た
。正
解
者
の

中
か
ら
抽
選
で
次
の
方
が
当
選

し
ま
し
た
。【
敬
称
略
】

☆
特
賞
・
１
万
円
＝
小
林
通
子
（
園

生
）。☆

１
等
賞
・
５
千
円
＝
河
野
悦

子（
高
浜
）久
保
田
秀
和（
稲
毛
東
）。

☆
名
古
屋
製
酪
賞
・
無
臭
ニ
ン
ニ
ク

あ
ほ
え
ん
＝
表
シ
ズ
子
（
幸
町
）後

藤
貞
子
（
あ
や
め
台
）藤
川
芙
美
子

（
千
草
台
）花
園
昌
・
蜂
須
賀
遠
（
四

街
道
）。☆

Ｑ
Ｖ
Ｃ
マ
リ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
賞
・
内
野
席
招
待
券
＝
村
上
加

津
彦
・
石
黒
八
重
子（
高
洲
）畔
蒜
修

（
稲
丘
）。☆

千
葉
市
動
物
公
園
賞
・

入
園
招
待
券
＝
矢
野
安
栄
（
真
砂
）

久
米
田
悦
子
（
磯
辺
）長
崎
茂
（
高

洲
）山
本
英
雄（
長
沼
原
）原
田
と
み

こ
（
さ
つ
き
が
丘
）。☆

多
田
屋
賞
・

図
書
カ
ー
ド
＝
上
村
秋
男
（
幸
町
）

水
沼
佳
代
子（
宮
野
木
台
）。☆
ア
ク

ア
リ
ン
ク
賞
・
無
料
滑
走
券
＝
山
田

三
十
八
（
朝
日
ヶ
丘
）小
山
美
奈
子

（
宮
野
木
）成
田
ま
す
み
（
み
つ
わ

台
）渡
邉
克
介（
稲
丘
）平
山
実（
園

生
）。☆

吉
本
イ
オ
ン
モ
ー
ル
劇
場

賞
・
無
料
招
待
券
＝
山
岡
啓
子
（
稲

毛
）堀
川
賀
陽
子（
六
方
）最
上
多
恵

子（
東
京
）水
落
信
二（
千
草
台
）榎

本
進
（
長
沼
原
）。☆

緑
の
協
会
賞
・

三
陽
フ
ラ
ワ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
入

場
券
＝
岡
紗
絵
（
花
見
川
）島
村
美

麻
・
新
倉
義
男
（
桜
木
）高
木
歩
美

（
小
仲
台
）竹
内
克
己（
弁
天
）。以
上

読読
者者
のの
声声

→ヨコのかぎ
②明示⇔

④瞼の上の毛。

⑥のこぎり、じんべい、しゅもく、と言えば？

⑧○○で鯛を釣る。

⑨特に優れている。

⑩真っ先に敵陣に攻め入ること。

⑪○○笑い、嘘○○。

⑬乗り物を降りて別の乗り物に乗る。

↓タテのかぎ
①太郎、花子、美代子、一郎、等々。

②油揚げの略称

③外国から帰ってしばらくは…。

⑤手の先の爪が生えているあたり。

⑦○○、胴、こて。

⑨旅行で泊まらないで帰ってくる。

⑪長十郎、幸水、豊水などの種類が

⑫歩く時つく棒状のもの。
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今月のアンケートテーマ

「今、一番心配や不安に思っていることは？」

最成病院
043-258-1211㈹
〒262-8506　千葉市花見川区柏井町800-1

医療法人社団　有　相　会

内科、外科、婦人科、循環器科

整形外科、胃腸科、呼吸器外科

麻酔科、放射線科、リハビリテーション科

●人間ドック

（日帰りコース、泊コース、専門ドック）

※療養病棟・回復期リハビリ病棟

居宅介護支援室を併設しております。

◆診療時間（月曜日～土曜日）

午前９時～12時、午後２時～４時３０分

診療科目 ご予約システムあり

今、一番心配や不安に思っていることは何ですか？

日本・住んでいる街・自分自身のこと何でも結構です。

ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
を
読

ん
で

な
い

安
倍

首
相

眼科美浜クリニック

千葉市美浜区真砂4-1-10

ショッピングセンターＰＩＡ3階

　043-270-0777

午前10：00～12：45

午後15：00～17：45

土曜10：00～14：45

診療時間

みんなの健康　 CT検査と画像診断専門医
千葉ハートクリニック院長・医学博士

循環器専門医・千葉大元講師
今牧 瑞浦

千葉ハートクリニック
稲毛駅東口徒歩1分

千葉市稲毛区小仲台2-2-2

月･火･木･金 / 8:30～11:30・14:30～18:00

水･土 / 8:30～11:30　　休診 / 日祝日

290-1155

　
日
本
国
の
首
相
が
、
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
を
読
ん
で
い
な
い
と
は

あ
き
れ
果
て
た
。

　
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員

長
が
、

1
9
4
5年

に
日
本
が

受
諾
し
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に

触
れ
、
先
の
戦
争
は
間
違
っ
て

い
た
と
認
め
る
か
、
と
安
倍
首

相
に
た
だ
し
た
の
に
対
し

て
、
首
相
は
、
「
ま
だ
そ
の
部

分
を
つ
ま
び
ら
か
に
読
ん
で
い

な
い
の
で
、
直
ち
に
論
評
す
る

こ
と
は
差
し
控
え
た
い
」
と
答

え
た
と
言
う
の
だ
。

　
首
相
が
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を

読
ん
で
い
な
い
と
言
う
こ
と

に
も
あ
き
れ
て
も
の
が
言
え
な

い
が
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
読
ん

で
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、
あ
の

戦
争
は
間
違
っ
て
い
た
と
認
め

る
か
ど
う
か
と
質
問
さ
れ
た
の

だ
か
ら
、間
違
っ
て
い
た
と
か
、

間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
か
、

直
ち
に
答
え
ら
れ
る
は
ず
だ
。

　
元
参
議
院
議
員
で
官
房
副

長
官
も
勤
め
、
慶
応
大
教
授
の

松
井
孝
治
さ
ん
は
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
こ
う
い
っ
て
い

る
、
安
倍
首
相
は
「
ま
さ
に
志

位
氏
の
術
数
に
は
ま
り
恰
も
王

手
飛
車
取
り
に
遭
っ
た
ご
と
き

感
が
あ
る
」
と
。

　
安
倍
首
相
の
不
勉
強
ぶ
り
は

わ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し

て
も
日
本
国
の
首
相
た
る
者
が

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
読
ん
で
い
な

い
と
は
驚
き
入
っ
た
。

　
戦
後
の
日
本
は
、
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
か
ら
始
ま
っ
た
。
安
倍
首

相
は
、そ
れ
も
読
ま
ず
に「
戦
後

体
制
か
ら
の
脱
却
」
を
唱
え
て

き
た
の
か
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は

戦
後
の
世
界
秩
序
の
起
点
の
ひ

と
つ
だ
。
読
ん
で
い
な
い
か
ら

論
評
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た

い
、と
は
何
た
る
答
弁
か
。基
本

的
な
歴
史
の
知
識
す
ら
欠
く
首

相
で
あ
る
。
米
英
や
中
国
の
人

々
が
聞
い
た
ら
、
ど
う
思
う
だ

ろ
う
か
。
安
倍
首
相
は
、こ
ん
な

あ
や
ふ
や
な
歴
史
認
識
で
、
こ

ん
な
戦
争
観
で
い
わ
ゆ
る
「
戦

争
法
」を
振
り
回
し
て
い
る
。安

倍
首
相
の
政
治
と
は
、
そ
ん
な

も
の
な
の
だ
。
幼
児
に
鉄
砲
を

持
た
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
な

の
だ
。
前
出
の
松
井
さ
ん
は
、

そ
の
著
書
に
「
政
治
家
は
、
言

葉
で
生
き
、言
葉
で
滅
び
る
」と

書
い
て
あ
る
そ
う
だ
が
、
安
倍

首
相
は
、
こ
の
「
ま
だ
そ
の
部

分
を
つ
ま
び
ら
か
に
読
ん
で
い

な
い
の
で
、
直
ち
に
論
評
す
る

こ
と
は
差
し
控
え
た
い
」
と
い

う
言
葉
で
完
全
に
滅
び
た
。

　
首
相
の
答
弁
と
し
て
こ
れ

程
の
下
等
な
答
弁
は
な
い
だ
ろ

う
。
戦
争
は
、悪
か
善
か
と
問
わ

れ
て
、わ
か
ら
な
い
、答
え
ら
れ

な
い
と
言
う
の
だ
か
ら
、
こ
れ

ほ
ど
愚
劣
な
首
相
は
居
な
い

だ
ろ
う
。
こ
ん
な
男
に
政
治
を

任
せ
て
い
る
日
本
国
民
は
不
幸

で
あ
る
（
宮
野
木
町
・
藤
本
　

豊
）
。

集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て

　
５
月

14日
安
全
保
障
関
連

法
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
戦

後
憲
法
９
条
の
下
で
個
別
的

自
衛
権
の
み
認
め
ら
れ
、
本
来

自
衛
の
た
め
に
で
き
る
は
ず
の

活
動
も
９
条
に
抵
触
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
し
て
実
施
に
至
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
法
案
が
可
決
さ
れ
れ

ば
、
い
わ
ゆ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
臨
機

応
変
に
対
処
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
画
期
的
な
法
案
だ
。

例
え
ば
南
シ
ナ
海
に
お
け
る

中
国
の
動
向
だ
。
南
沙
諸
島

（
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
諸
島
）で
は
永

署
礁
で
軍
用
機
発
着
用
の
滑

走
路
を
建
設
中
で
２
年
後
に
は

完
成
さ
れ
る
と
い
う
。

昨
年

12月
か
ら
埋
め
立
て
、
面

積
８
ｋ
㎡
に
拡
大
し
て
い

る
。
別
称
砂
の
万
里
の
長
城
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
数
年
尖
閣
諸
島
に
対

す
る
、
領
海
侵
入
は
恒
常
化
し

て
お
り
、
又
東
シ
ナ
海
上
に
は

一
方
的
に
防
空
識
別
圏
Ａ
Ｄ

Ｉ
Ｚ
を
設
定
し
た
。
火
器
管
制

レ
ー
ダ
ー
の
照
射
問
題
も
然

り
。
北
朝
鮮
や
韓
国
に
つ
い
て

も
ひ
き
つ
づ
き
注
視
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
日
本
共
産
党
や
反
日
メ
デ
ィ

ア
の
筆
頭
で
あ
る
朝
日
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
な
ど
は
「
国
家
権
力
の
暴
走

を
許
す
な
」「
侵
略
戦
争
の
で
き

る
国
、
日
本
」
「
中
国
へ
の
対

抗
鮮
明
」
等
々
。
そ
の
主
張
は

中
韓
の
代
弁
者
そ
の
も
の
だ
。

　
自
衛
権
は
万
人
万
国
共
有

の
自
然
権
で
あ
り
、
個
別
的
、

集
団
的
と
二
つ
に
分
け
て
論
ず

る
こ
と
は
本
来
ナ
ン
セ
ン
ス

で
あ
る
。
殊
に
集
団
的
自
衛
権

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条

約
、
国
連
憲
章
で
個
別
的
自
衛

権
と
と
も
に
固
有
の
権
利
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
本
法
案
の

究
極
の
目
的
は
、
国
民
の
生

命
、財
産
を
守
り
、我
が
国
が
未

来
永
劫
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ

な
い
た
め
の
も
の
な
の
だ
。

　
い
わ
ゆ
る
従
軍
慰
安
婦
問
題

や
南
京
大
虐
殺
等
で
、
日
本
を

貶
め
た
反
日
メ
デ
ィ
ア
に
感
化

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
は

善
良
な
る
国
民
の
一
人
と
し

て
安
倍
内
閣
に
エ
ー
ル
を
お
く

ろ
う
で
は
な
い
か（
宮
野
木
町
・

月
光
仮
面
）
。

　
玲
空
斗
・
佳
代
ち
ゃ
ん

　
４
月

29日
の
某
有
力
紙
に

３
才
の
玲
空
斗（
り
く
と
）ち
ゃ

ん
と
１
歳
半
の
佳
代
ち
ゃ
ん

の
記
事
が
出
た
。

　
玲
空
斗
ち
ゃ
ん
は
、
あ
ろ
う

こ
と
か
実
の
親
に
ペ
ッ
ト
用
の

ケ
ー
ジ
に
入
れ
ら
れ
、
タ
オ
ル

で
窒
息
死
さ
せ
ら
れ
た
。

　
食
事
は
２
、
３
日
に
１
回
だ

け
だ
っ
た
と
い
う
。
佳
代
ち
ゃ

ん
の
方
は
拘
束
型
心
筋
症

で
、
心
臓
移
植
が
必
要
だ
が
、

日
本
で
は
提
供
者
が
少
な
い

の
で
可
能
性
の
高
い
米
国
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
で
手
術
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
佳
代
ち
ゃ
ん
の
両
親
の
友

人
た
ち
が
「
か
よ
ち
ゃ
ん
を
救

う
会
」を
設
立
し
、 募
金
活
動
を

始
め
た
由
で
あ
り
、
手
術
の
成

功
を
心
よ
り
期
待
し
た
い
。

　
だ
が
、
そ
の
や
り
方
に
は
若

干
気
に
な
る
点
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
場
合
、
常
識
的
に
は
、

親
、
友
人
達
が
募
金
箱
を
か
か

え
、
街
中
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
っ
て
募
金
活
動
を
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
筈
で
あ
る

が
、
本
件
の
場
合
は
そ
う
で
は

な
い
。
新
聞
が
直
接
身
を
乗
り

出
し
て
、紹
介
、応
援
を
買
っ
て

出
て
い
る
。
加
う
る
に
、
本
件

で
は
父
親
が
厚
生
労
働
省
で

記
者
会
見
ま
で
し
て
い
る
と

い
う
。
誰
も
が
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
る

ま
い
。
願
っ
て
も
高
嶺
の
花
に

終
わ
る
の
が
オ
チ
だ
ろ
う
。

　
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
破

格
の
取
り
扱
い
が
可
能
に
な
っ

た
の
か
。
新
聞
は
公
器
の
筈
で

は
な
か
っ
た
の
か
。
玲
空
斗
ち

ゃ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
類

似
の
事
件
が
続
出
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
単
な
る
報
道
に
止

め
ず
、
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
事

件
の
陰
に
潜
む
貧
困
問
題
、
格

差
問
題
、
倫
理
、人
道
を
含
め
た

教
育
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
も
う
少
し
問
題
意
識
を
出

し
て
も
よ
か
っ
た
で
は
な
か
ろ

う
か
。
戦
前
の
教
育
で
育
っ
た

身
に
は
、
天
道
様
が
見
て
ご
ざ

る
と
か
、
新
し
い
生
命
を
授
か

っ
た
子
供
は
天
か
ら
の
授
か
り

も
の
な
ど
と
い
う
極
め
て
当
た

り
前
の
素
朴
な
倫
理
感
が
今
は

居
場
所
を
失
い
、
当
た
り
前
の

こ
と
が
当
た
り
前
で
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
事
、
実
に
愕
然
と

さ
せ
ら
れ
る
。
世
は
変
わ
っ
て

い
る
の
に
、
新
聞
に
昔
の
ま
ま

の
警
鐘
の
旗
手
と
し
て
の
役

割
を
期
待
す
る
私
の
方
が
時
代

に
遅
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

尊
敬
す
る
大
先
達
か
ら
も
、
古

今
東
西
、
ご
時
勢
に
背
い
て
成

し
た
例
は
な
い
。
ご
時
勢
に
は

逆
ら
う
な
と
つ
ね
づ
ね
教
え
ら

れ
て
来
た
の
だ
が
、
今
尚
そ
こ

ま
で
悟
り
き
れ
な
い
で
い
る
。

何
と
か
な
ら
ん
の
か
な
あ
と
考

え
る
方
が
お
か
し
い
の
だ
ろ
う

か
（
朝
日
ヶ
丘
・
大
石
健
児
）。

　
米
の
機
嫌
取
り
止
め
よ
　

中
国
が
南
シ
ナ
海
に
滑
走

路
を
作
る
こ
と
に
反
発
し
て
米

空
母
は
南
シ
ナ
海
で
マ
レ
ー
シ

ア
軍
と
合
同
訓
練
を
行
っ
た

が
、
米
国
は
必
ず
ど
こ
か
の
国

を
仲
間
に
引
き
ず
り
込
み
大
金

を
支
出
し
、
全
米
で
赤
字
が
膨

ら
み
設
備
投
資
の
滞
り
で
脱
線

事
故
を
起
こ
し
、
前
回
も
米
韓

合
同
で
い
や
が
ら
せ
の
軍
事
演

習
で
駐
米
大
使
が
重
傷
を
負
っ

た
が
、
米
国
は
一
国
主
義
を
改

め
る
べ
き
だ
。
中
国
は
余
計
な

お
せ
っ
か
い
を
せ
ず
、
着
々
と

自
国
を
台
頭
さ
せ
て
い
る
利
口

な
国
で
あ
る
。

　
安
倍
氏
は
米
国
の
戦
争
に

絶
対
巻
き
込
ま
れ
な
い
と
言

っ
て
い
る
が
、
再
軍
備
・
徴
兵

制
度
復
活
で
あ
る
。
他
国
の
後

方
支
援
で
な
く
米
国
支
援
で
、

日
米
同
盟
で
な
く
「
ポ
チ
と

飼

主
同

盟
」
に
し
た
方
が
い
い

よ
。
憲
法
９
条
を
都
合
の
い
い

様
に
解
釈
し
て
い
る
が
、
若
者

や
自
衛
隊
の
家

族
は
戦
争
の
準

備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
が
自
衛

隊

は
軍
隊
で
あ
る
。

　
米
国
の
命

令
で

ホ
ル
ム
ズ

海
峡
の
機

雷
を
除

去
す
れ
ば
イ

ラ
ン
と
戦
争
に
な
り
安
倍
氏
は

国
民
を
守
る
た
め
と
弁
解
す
る

だ
ろ
う
。
戦
争
立
法
は
世
論
の

８
割
が
慎
重
・
反
対
と
答
え
て

お
り
、
米
国
の
戦
争
に
自
衛

隊

が
後
方
支
援
で
な
く
前
線
で
戦

う
こ
と
に
な
る
よ
（
花
園
・
岩

井
秀
夫
）
。
　

以
上

セ・パ交流戦　

6月9日(火)18:15ロッテ対中日

6月10日(水)18:15ロッテ対中日

6月11日(木)18:15ロッテ対中日

6月12日(金)18:15ロッテ対巨人

6月13日(土)15:00ロッテ対巨人

6月14日(日)13:00ロッテ対巨人

パ・リーグ公式戦

6月19日(金)18:15ロッテ対楽天　

6月20日(土)14:00ロッテ対楽天

6月21日(日)13:00ロッテ対楽天

6月27日(土)14:00ロッテ対オリ

6月28日(日)13:00ロッテ対オリ

6月30日(火)18:15ロッテ対楽天

7月1日(水)18:15ロッテ対楽天

7月2日(木)18:15ロッテ対楽天

ＱＶＣマリンフィールドの試合

野球速報043-296-8989

眼科診療・全般

白内障手術


